
 

 

 

 
       

面積が１２ｃｍ２の長方形の縦の長さをχｃｍ、横の長さをｙｃｍとして、 
縦の長さと横の長さが反比例する関係を式に表しましょう。 

 
 
 

縦の長さ × 横の長さ ＝ １２    χとｙの関係を式で表すと、χ×ｙ＝１２となり、 

                    ｙの値を求める式にかきなおすと、ｙ＝１２÷χになる。 

 

反比例する関係を表す式 ｙ＝きまった数 ÷ χ 

 

練習１ 面積が２４ｃｍ２の長方形があります。面積はいつも２４ｃｍ２で、縦の長さをχｃｍ、 

横の長さｙｃｍとして調べると次の表のようになりました。 

 

 

 

 

① きまった数を求めましょう。 

（   ２４   ） 
② χとｙの関係を式に表しましょう。 

             （ ｙ＝２４÷χ ） 
 

練習２ ２００ｍ３のプールに水を満たします。１時間に入る水の量をχｍ３、 

かかる時間をｙ時間として調べると次の表のようになりました。 

 

 

 

 

① きまった数を求めましょう。 

（  ２００   ） 
② χとｙの関係を式に表しましょう。 

             （ ｙ＝２００÷χ） 
 

縦の長さχ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６ １２ 
横の長さｙ（ｃｍ） １２ ６ ４ ３ 2.4 ２ １ 

縦の長さχ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６  
横の長さｙ（ｃｍ） ２４ １２ ８ ６ 4.8 ４  

１時間あたりの水の量χ（ｍ３） １ ２ ４ ５ １０ ２０  
かかる時間ｙ（時間） ２００ １００ ５０ ４０ ２０ １０  

反比例                       →30 へ  

       年   組   番 名前          

学習日     月     日 

 縦の長さ×横の長さ＝２４ 

 χとｙの関係を式で表すと、χ×ｙ＝２４

これをｙの値を求める式にかきなおすと 

 １時間あたりの水の量×かかる時間＝２００ 

 
χとｙの関係を式で表すと、χ×ｙ＝２００

これをｙの値を求める式にかきなおすと 


